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気ある追跡』と『ツルー・グリッド』…… マニアックな DVD も見たばかりの『ア









































































































Hck , John (985) Problems of Relgous Pluralsm . London : Macmllan. 間瀬啓允
訳『宗教多元主義―宗教理解のパラダイム変換』法蔵館、990年。
____ (2006) The New Fronter of Relgon and Scence :Relgous Experence, 









育部論集』（創価大学通信教育部学会）所収 第2号  - 8頁。
尾熊治郎（986）「後期牧口価値論の世界―「法」主体の自己更新」『東洋学術研究』













出 版 社。Wder, Sarah., Dasaku　Ikeda (204) The Art of True relatons：

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の言葉で、「I'm very honored to meet you」という丁寧な言葉を教わっていたんで
すが、もう、女王陛下が握手して下さった瞬間、ぱあーっと飛んでしまい「Thank 


























































































































































































































































































































































































































































































































































　さらに、半藤らは、レジリエンスの概念は 999 年に設立された Reslence 
Allance（以下 RA と表記）により整理され洗練されていくとし、次のように紹介
している（202）。
































































リカ人の 50%～ 60%がなんらかの外傷的体験に曝されるが、その全ての人が PTSD
になるわけではなく、8%～ 20%が PTSD になると報告されている。レジリエンス
概念の拡大により、PTSD の危険因子とともに、「防御因子」が注目されるように
なった。レジリエンス因子を調査した臨床研究としてベトナム戦争中に極度のスト

























































ル（社会関係資本、Socal Captal、以下 SC と表記）の役割、RE の事例として組
織事故への対応、の 2例を用いてレジリエンスについて検討する。







の 3要素を用いて定義した。また、SC の 3 つの次元として、bondng（結束、家族
同様の関係、強いきずな）、brdgng（橋渡し、地域外、他の人種、他宗教などと










これは結束 SC が強い反面、SC の橋渡し機能が欠けている場合には負の外部性の
可能性があることを示しており、SC のダークサイドといえる。
　東京地区では、922年から震災後の 933年の間に近隣組織での「町内会」の数














　NPO 設立数を SC の代理指標として使用し、真野地区（SC 高い）と御蔵地区（SC





































　ハリケーン・カトリーナ（2005年）から 5年が経過しても Lower Nnth Word は

























































































NIMBY 問題の解決には SC が重要
SC は私的保険の役割
マルチタイプの SC はレジリエンス
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① 50ha 以下の概ね整形の土地で、人口密度が 40人 /ha 以上で連担し、その区域
の人口が 3000人を越える区域（DID）。













































































































































































































































































































































































道路 635987 224631 35.3%
土地区画整理 780031 490342 62.9%
公園 198417 52528 26.5%
下水道 2195737 484638 22.1%
市街地再開発 242335 40556 16.7%
その他 261210 16347 6.3%























































































4)  住民参加における 2 つの段階については、加藤晃・竹内伝史、同上、69-7 を
参照されたい。また、谷下雅義（204）『都市・地域計画学』コロナ社55-6
を参照されたい。











































堂前　豊　部門別資金過不足と IS-LM 分析 ─試論的考察─
ち LM 曲線は上方にシフトする。その結果、投資は減少し、実質 GDP も減少する
こととなる。なお、家計が、増加した預金の全てを引き出して国債を購入しようと
する場合には、企業の借入れ需要の増加と銀行貸出の増加が一致するので、実質








Blnder (988) は、貸出市場と債券市場の不完全代替性を考慮に入れて、IS-LM 分


















































表 1 各部門のバランス・シート 
                       中央銀行 銀行 企業 家計  
資産 負債 資産 負債 資産 負債 資産 負債 
中央銀行貸出 𝐿𝐿𝐶𝐶
𝑆𝑆    𝐵𝐵     𝑖𝑖𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶 
中央銀行当座預金  𝑅𝑅𝑠𝑠 𝑅𝑅      0 
コールローン   𝐶𝐶𝐿𝐿 𝐶𝐶𝐶𝐶     𝑖𝑖𝐶𝐶 
貸出   𝐿𝐿𝑆𝑆   𝐿𝐿𝑓𝑓
𝑑𝑑   𝑖𝑖𝐶𝐶 
預金    𝐷𝐷𝑠𝑠 𝐷𝐷𝑓𝑓
𝑑𝑑  𝐷𝐷ℎ
𝑑𝑑  𝑖𝑖𝐷𝐷 
実物資産／純資産     𝐾𝐾𝑓𝑓 𝑊𝑊𝑓𝑓  𝑊𝑊ℎ   y 
 
― 09 ―












　⑮　企業の預金需要（ Ddf ）は、取引動機にもとづくもので、預金金利（ iD ）の
増加関数、貸出金利の減少関数、実質 GDP（ y ）の増加関数である。
　⑯　家計の預金需要（Ddh ）は、家計貯蓄（Sh ）の蓄積によって形成された家計























        dtySiIyiiDL fLfLDdf
d















る。銀行数n のもとで、銀行の中央銀行借入量は ( )kBnB ⋅≡ 、中央銀行当座預金量は 




kkk DCMBLCLR ++≡++   …バランス・シート制約
E




k LD =                …期待預金量の制約
( ) ( )
( )
( )







































 skDCL LCiii   
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堂前　豊　部門別資金過不足と IS-LM 分析 ─試論的考察─
( )kRnR ⋅≡ 、コールローンの超過供給量は、 ( )( )skks LBnLBCMCL ⋅−⋅≡⋅−≡− ββ 、






中央銀行貸出市場    BRL ssC     
中央銀行当座預金市場  RRs     
コール市場       0 sLBCMCL   
貸出市場                dtySiIyiiDL fLfLDdfs ,,  










DCL   







財市場              Lfhf iIySyS   
（実物資産                dtiIdtySyS Lfhf  ） 
 
（2－1）      Lfhf iIySyS        …IS 曲線 





















































































表 2 拡張モデルにおける各部門のバランス・シート 
                                 政府 中央銀行     銀行   企業 家計  
資産 負債 資産 負債 資産 負債 資産 負債 資産 負債 
中央銀行貸出   𝐿𝐿𝐶𝐶
𝑆𝑆     𝐵𝐵      𝑖𝑖𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶 
中央銀行当座預金    𝑅𝑅𝑆𝑆  𝑅𝑅       0 
コールローン     𝐶𝐶𝐿𝐿 𝐶𝐶𝐶𝐶     𝑖𝑖𝐶𝐶 
貸出     𝐿𝐿𝑆𝑆   𝐿𝐿𝑓𝑓
𝑑𝑑   𝑖𝑖𝐶𝐶 
国債  𝐵𝐵𝑔𝑔
𝑠𝑠   𝐵𝐵𝑏𝑏
𝑑𝑑    𝐵𝐵ℎ
𝑑𝑑  𝑖𝑖𝐶𝐶 
預金      𝐷𝐷𝑠𝑠 𝐷𝐷𝑓𝑓
𝑑𝑑  𝐷𝐷ℎ
𝑑𝑑  𝑖𝑖𝐷𝐷 
































家計の国債需要（Bdh   ）は、家計の純資産から預金需要を控除したものとなる。
に表される。 
          yiiDdtTySiiyiiDD BDTdhhBDBDTdhdh ,,,,,,   

家計の純資産から預金需要を控除したものとなる。 
          


























行k の期待利潤（πEｋ  ）と制約条件は次のように表される。









考えられる。銀行数n のもとで、銀行の中央銀行借入量は ( )kBnB ⋅≡ 、中央銀行当
座預金量は ( )kRnR ⋅≡ 、コールローンの超過供給量は ( )dbs BLBCMCL +⋅−≡− β 、 
貸出量は ( )sks LnL ⋅≡ 、国債保有量は ( )dbkdb BnB ⋅≡ 、預金量は ( )sks DnDR ⋅≡=β となる。
( ) ( )
( )
( )( ) ( )





















































  DCBdbkskDCL iiiBLCiii    






kkk DCMBBLCLR ++≡+++       …バランス・シート制約
E













中央銀行貸出市場   BRL ssC     
中央銀行当座預金市場 RRs     
コール市場        0 dbs BLBCMCL   
貸出市場               dtySiIyiiDL fLfLDdfs ,,  
国債市場             },,,{,1 yiiDdtTySiiBB BDTdhhBDsgdb     












   
預金市場       
   
















財市場             Lfhf iITySTyS  ,,  
（実物資産               gLfghf KdtiIWdtySyS  ） 
 
項で簡潔に論じておきたい。 
（3－1）      Lfhf iITySTyS  ,,                           …IS 曲線 
（3－2） 
   















     …LM 曲線 























           …コールレート決定式 
― 7 ―





































図 2 部門別資金過不足による均衡の変化 
～国債市場が存在する場合～ 
E0




















































） 実物資産については、本稿のモデルでも一般的な IS-LM モデルでも、投資によ
って増大すると解釈されることは共通している。
2） iL > iB の場合、銀行k は、国債保有を削減して貸出を増大することで、限界業
務費用を不変に保ったまま、収入を増やすことができる。各銀行が同様に行動す
れば、貸出金利は低下し、国債金利は上昇することとなる。このような動きは、
iL = iB が成立するまで続くはずである。iL < iB の場合も同様に考えることがで
きる。
3）コール市場が均衡するとき db







Bernanke, Ben S. and Alan S. Blnder (988), “Credt, Money, and Aggregate 
Demand,” The Amercan Economc Revew , Vol. 78, No. 2, Papers and 








Romer, Davd H. (2000). “Keynesan Macroeconomcs wthout the LM Curve.” 




Tobn, James (969), “A General Equlbrum Approach To Monetary Theory,” 









室町時代の末期に俳諧の連歌 (* 滑稽味をもった連歌 ) １から五・七・五の上の句 ( 発句 ) が
独立してできたものである。江戸時代前期に松尾芭蕉 (644 -94) によって、俳諧が
本格的な詩文芸として確立され、さらに明治になって正岡子規がいわゆる近代の俳
句として一般のものとしたといわれる。
　俳句 ( 俳諧 ) の魅力は、そのたった十七音からなる短い詩文が、一つの生ける世界
を眼前に創りだしてみせるところにあると思う。俳句の約束ごととして、「季語」
と「切れ」がある。季語は季節を示す語であるが、この語は自然の世界を取り込む



















こに思想が示されるからである。「万物は流転する」( ヘラクレイトス ) とか「人間は社







ている」という「S は P である」の形に言いかえることができる。

























































也。實は古今の貫道なればならし (* ならし：であろう )。されど華實
のふたつはその時にのぞめる (* 希望できる ) 物ならし」３












































































































































































































































































































































索のみならず、それを超えて、経験に縛られない ( つまり純粋な ) 理性独自の思索を

































































ある。このことで経験的系列の ( 完結しないという ) 不完全さは解消されることになる。




4 4 4 4 4 4
が想定されているということで
ある。しかし、「われわれがここで問題にしている絶対的に第一の
4 4 4 4 4 4 4
始まりというの
は、時間のそれではなくて因果関係に関することである」１９。つまり、一般に経験




















































4 4 4 4
( nach der Natur ) 因果関係なのか、それとも自由による
4 4 4 4 4
( aus Frehet ) 因果
関係なのかのどちらかである。( 中略 ) ……ところで現象の因果関係

























4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
果関係との関係











































　こうして、( 理性をもった ) 人間にとって
4 4 4 4 4 4
すべての事象は自然の因果関係によって成
り立つものであると同時に、自由の因果関係によって同時に成り立っているといっ
てよい。「S は P である」という判断あるいは命題は、理論理性では「○○である」















































































































べきことを主張しているといってよい。美の世界、それは理念 ( イデー ) の世界である。
そこでは自由からの因果が認められる。つまり「自然を離れずそこにまた同時に自
由を見いだすこと」、それが芭蕉の俳諧の哲学である。一つの事象に二つの因果が
































を前提にしている ( したがって読む場合もこの「共通の場」に参加することが必要である ) という
― 36 ―
通信教育部論集　第18号　（2016年3月）
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